小学校５年【社会】『新しい社会』（東京書籍）　（例）
教科書を活用した家庭学習例～計画的な家庭学習へ向けて～
	
	課題内容

	第１回
	【小単元名】世界の中の国土【ページ】８～１１ページ
【学習の流れ】
１　１０ページの「やってみよう」を読んで、やりかたを確認した後、地図帳を使いながら教科書に書きこむ。
２　線で結んだり、書きこんだりした地図をもとに、気づいたことをノートにまとめる。
【学びの確認】
・地図帳で確認したり、お家の人にたずねたりして「やってみよう」の答え合わせをしましょう。

	第２回
	【小単元名】世界の中の国土【ページ】１２、１３ページ
【学習の流れ】
１　日本の東西南北のはしはどこか、自分の予想をノートに書く。
· 教科書を読む前に書く。
２　教科書１２、１３ページを読んだ後、地図帳でも東西南北のはしについて確認する。
・帝国書院の地図帳…29、30ページ「日本の領土とそのまわり」
・東京書籍の地図帳…15、16ページ「日本とそのまわり」
３　それそれぞれのはしでとなり合っている国の名前や国旗も確認し、ノートに整理する。
【学びの確認】
・今回わかったことをクイズにして、お家の人に伝えましょう。

	第３回
	【小単元名】世界の中の国土【ページ】１４、１５ページ
【学習の流れ】
１　１４、１５ページを読んだ後、１４ページのキーワード「領土」の説明をノートに書く。
２　北方 (ほっぽう)領土 (りょうど)、竹島 (たけしま)、尖閣 (せんかく)諸島 (しょとう)について、地図帳でもかくにんする。
・帝国書院の地図帳…30ページ「④日本固有の領土」
・東京書籍の地図帳…16、18、27ページ
３　１５ページの「まとめる」の表の空らんをうめる。
【学びの確認】
[bookmark: _GoBack]・教科書をふりかえったり、お家の人に確認したりして、「まとめる」の答え合わせをしましょう。



